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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

産地の明らかな食品の積極的採用を継
続する。

産地証明書を取得し、当社顧客先へ開
示をしている。

継続して、静岡県内産の食材を活用
し、商品開発を進めていく。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

食品廃棄量の削減。800㎏以下を目指
します。

取引先（外食関連等）の売上減少に伴
い、在庫不良が増えた為、未達成。

2022年と同様に、食品廃棄量の削減、
800㎏以下を目指します。

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

地域者の発展と豊かな食を提供してゆきます。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

株式会社濵村屋は、食を通じてお客さまや地域社会に貢献し、笑顔と共に真心と夢をお届けします。社員とその家族、関わる
全ての人との絆を大切にし、あきらめない心で、明るい未来に向かって進みます。

目標に関連する取組内容

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

代表取締役社長

商品包装の簡素化をさらに進めてい
く。

新しく開発した商品に関して、バラ詰
め梱包にし、包装資材の削減をした。

2022年と同様に、商品包装や資材の簡
素化を進める。

地域の食品を使用した商品を新たに3
品開発する。

静岡県産原料を活用した商品を4品開
発。

2022年と同様に、商品を新たに3品開
発する。

4事業所

株式会社濵村屋

http://hamamuraya.co.jp

静岡市葵区流通センター5-8

420-0922

93人

７．卸売・小売業

５ 所　　在　　地
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濵村　晃


